
寺井 雄二 議員

問　人口1万人以上の地域には「消防出張所
等」の建設が可能。山梨地区に出張所建設は。 

悪臭問題について改善勧告は生か
されているのか

答　消防の広域化の枠組みが決定され次
第、広域消防救急運営計画を策定し、その
中で山梨地区を含む北部地域への消防署
等の設置について検討していきたい。

問　悪臭対策として事業者に対して最も
効果的な防止方法を指導されているのか。 

答　県西部家畜保健衛生所や畜産環境対
策協議会と協議し、事業者に対し適正に実
施するよう引き続き指導徹底を図っていく。
勧告に基づいて改善を図っていくよう、粘
り強く実効性のあるものとなるように今
後も努めていきたい。

早急な対応を

消防力の強化を

問　小学6年時と比較して中学1年生の
不登校増加は確認されているのか。 

答　小学校6年生の不登校児童が平均で
8人、中学校１年生では平均20人となって
おり、平均増加率は、2.5倍である。全国
平均に比べて低いものの、中１ギャップの
傾向があるものと考えられる。

「中１ギャップ」の調査は

問　4つの基準はクリアしているか。 問　保護者の方からの意見・要望の多い
幼稚園給食導入の考えは。その導入の時
期はどうか。 答　実質収支比率は、約2％で、3～5％が

望ましい数字である。経常収支比率は、75
～80％が望ましいが、当初予算では86％。
実質公債費比率は、早期健全化の基準が25
％で、当初予算では15％程度と見込んでい
る。将来負担比率は、350％を超えると財
政健全化計画の策定が義務づけられるが、
当初予算で130％と見込んでいる。

答　袋井地区の１１園で幼稚園給食が未実
施の状況であり、袋井地区の約90％の保
護者が給食実施を希望している。近隣市
町の実態も踏まえ、学校給食センターの
施設整備にあわせて、すべての公立幼稚
園において給食を実施したいと考えている。

問　市北部地域に新しい消防署分署を設
置してほしい。新病院への搬送時間を短
縮する上でも大切なことであり、ぜひ実現
してほしい。 

答　消防の広域化の枠組みが決定され次
第、広域消防救急運営計画を策定し、その
中で北部地域への消防署等の設置につい
て検討したい。

発達障害者支援制度、発足して3年
経過した

問　発達障害者支援を年齢別、段階別の
支援実績と成果で特質すべきものは。 

答　幼年期では早期発見、学齢期では各
学校で子供の状態に応じた適切な教育を
行い、また、成年期では就労支援、老年期
では一般の高齢者と同様の支援を行う。

ＪＡ浅羽西支店廃止後の活用は

問　JＡ浅羽西支店を「子育て支援施設」
と「老人福祉施設」での活用は。 

答　子育て支援施設については、需要に
こたえている。また、老人福祉施設につい
ては、現在当地域に施設整備の計画は入っ
ていない。せっかくのまとまった土地であ
り、場所的にもいいところであるので、有
効活用できるか探っていきたい。

西浅羽地区通称七曲がり道路改善に
ついて地元への取り組みは

問　磐田掛川線が全線開通されれば交
通危険が増す。これを解消させるため地
元への話し合いが必要になるが、どのよ
うに話し合いを進めていくのか。 

答　地元の協力が事業化に向けて必要不
可欠なことと考えている。地元の状況を
踏まえて県に働きかけをしていきたいと
考えている。　

竹原 和義 議員

予算編成と財政改革について基準
内数値かどうか

答　これまで中遠聖苑では遺体の火葬を
行ってきた施設であることや、汚物炉はペッ
トを火葬する構造になっていないことから、
現施設での火葬は困難であると考えてい
る。なお、今後は施設の更新時に検討を
していきたいと考えている。

問　ペット（愛玩動物）の火葬を中遠聖苑
で行ってほしい。可愛いペットをぜひ近く
で葬っていただきたい。 

問　改善勧告が交付されたが悪臭問題
解消に生かされているのか。 

答　それぞれ改善計画が提出され、現地
調査を行ったところ計画どおり実施され
ていることを確認した。しかし、臭気指数
測定結果は、まだ規制基準を上回っている
ので、継続して改善対策を指導していき
たい。

問　行財政改革実施の状況は。 

答　指定管理者制度の活用やワンステッ
プアップ運動などの取り組みによる効果
額が１億5,160万円と算出した。今後と
も必要なサービスを最小の経費で最大の
効果が発揮できる簡素で効率的、効果的
な行政経営に努めていきたい。

浅羽南幼稚園での給食の様子 指定管理者制度で管理することとなった月見の里学遊館

県道磐田掛川線の通称七曲がり消防出張所の建設が望まれる北部地区
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